昭和 七 年 十二月 十三 日の 夕方 帰宅して、 居間の 机の 

前へ すわる と 同時に、 ぴ しりと いう 音が して 何 か 座右 

の 障子に ぶっかった ものが ある。 子供が いたずらに 小 

石で も 投げた かと 思った が、 そうではなくて、 それ は 

ふじだな ふじ まめ 

庭の 藤棚の 藤 豆が はねて その実の 一 つが 飛んで 来たの 

であった。 宅の ものの 話に よると、 きょうの 午後 一時 

過ぎ か ら 四時 過ぎ，、 h J ろまでの 間に 頻繁 に はじけ、 それ 

が 庭の 藤 も 台所の 前の も 両方 申し合わせ たように 盛ん 

に はじけた という ことであった。 台所の ほうの は、 一 

間ぐ らい を 隔てた 障子の ガラスに 衝突す る 音が なかな 

か はげしくて、 今にも ガラスが 割れる かと 思った そう 



それ はとに かく、 このように 植物界の 現象に もや は 

リー 種の 「潮時」 とで もい つたよう な ものの ある こと 

はこれ までに も たびたび 気づいた ことであった。 たと 

つばき 

えば、 春季に 庭前の 椿 の 花の 落ちる ので も、 ある 夜の 

うちに 風 もない のにた くさん 一 時に 落ちる こ ともあれ 

ば、 また、 風が あっても ちっとも 落ちない 晚も ある。 

この 現象が 統計的 型式から 見て、 いわゆる 地震 群の 生 

起と よく 似た ものである こと は、 すでに 他の 場所で 報 

告し たこと があった。 

いちょ-つ 

もう 一 つよく 似た 現象と して は、 銀杏の 葉の 落ち 方 

が 注意され る。 自分の 関係して いる ある 研究所の 居室 



で 申し合わせ たように 濃密な 黄金色の 雪 を 降らせる の 

であった。 不思議な ことに は、 ほとんど 風と いう ほど 

の 風 もない、 というの は 落ちる 葉の 流れが ほとんど 垂 

直に 近く 落下して 樹 枝の 間 を くぐりく ぐり 脚下に 落ち 

かかって いる ことで 明白であった。 なんだか 少し 物す 

ごいよう な 気持ちが した。 何 かしら 目に 見えぬ 怪物が 

木々 を 揺さぶり でもして いるか、 あるいは どこかで ス 

ウイ ツチ を 切って 電磁石から 鉄製の 黄葉 を いっせいに 

落下 させた とで もい つたよう な 感じが する のであった。 

ところが また、 ことしの 十一月 二十 六日の 午後、 京都 

うえの きよみず どう 

大学の N 博士と 連れ立 つ て 上野の 清水 堂の 近く を 歩い 



ていたら、 堂の わきに ある あの 大木の 銀杏が、 突然に 

いっせいの 落葉 を 始めて、 約 一分ぐ らいの 間、 たくさ 

んの葉 を ふり 落とした 後に 再び 静穏に 復 した。 その 時 

も ほとんど 風ら しい 風はなくて 落葉 は 少しば かり 横に 

なびく くらいであった。 N 博士 も 始めて この 現象 を 見 

たと 言って、 おもしろがり また 喜び もした ことで あつ 

た。 

この 現象の 生物学 的 機巧に ついては われわれ 物 現 学 

の 学徒に は 想像 もっかない。 しかし 葉と いう 物質が 枝 

という 物質から 脱落す る 際に は ともかくも 一 種の 物理 

学 的の 現象が 発現して いる 事 も 確実で ある。 この こと 



はわれ われに いろいろな 問題 を 暗示し、 また いろいろ 

の 実験的研究 を 示唆す る。 もしも 植物学 者と 物理学者 

と 共同して 研究す る ことができたら 案外お もしろ いこ 

とに ならない とも 限らない と 思う ので ある。 

これと はまた 全く 縁 も ゆかり もない 話で は あるが、 

うち 

先日 宅の子供が 階段から 落ちて けが をした。 それで、 

近所の 医師の M 博士に 来て もらったら、 ちょうど 同じ 

日に M 氏の 子供が 学校の 帰りに 道路で ころんで 鼻 頭 を 

すりむき おまけに 鼻血 を 出した という 事であった。 そ 

れ から 二三 日た つてから、 宅の 他の 子供が デバ ー トで 

ハ ンドバ ッグを 掏摸に すられた。 そうして 電車 停留 場 



(昭和 八 年 二月、 鉄塔) 
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